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 当初・変更                        令和４年 ３月２８日 

                              執行機関 土木総務課   

入札（見積）執行調書 

入 札 （ 契 約 ） 結 果 書 

 
 
年災 

 
－ 

 
事項 

 
－ 

 
契約 

 
R4.3.31 

 
工事番号 
 

 
21-41055-0004 

 
業務名 
 

 
福島県復興祈念公園利活用等調
査業務委託 

 
 
着工 

 
 

R4.3.31 
 
入札執行年月日 

 
令和4年3月28日 

 
発注種別 

 
 

 
完成 

 
R5.3.31 

 
審議番号 

 
公所 

 
－ 

 
本庁 

 
 

 
 

 
路線・河川名 

 
復興祈念公園 

 
予定価格（税込み） 

 
業務箇所 自 

 
双葉郡双葉町大字中野地内外 

11,800,000 
（12,980,000） 

 
          至 

 
 

 
業務概要 
 

 
公園利活用調査業務 Ｎ＝１式 

 
 
業者コード     
 
業 者 名 

 
落札者の住所 
 
入札額及び再入札額 

 
落札額（契約額） 

（株）建設技術研究所 
福島事務所 

福島市大町７－２５ 
 
(1) 
(3) 

 
 11,800,000 

 
(2) 
(4) 

 
 
 

 
12,980,000 

 

 
 
(1) 
(3) 

 
 
 
(2) 
(4) 

 
 
 

 
 

 

 
 
(1) 
(3) 

 
 

 
(2) 
(4) 

 
 
 

 
 

 

 
 
(1) 
(3) 

 
   

 
(2) 
(4) 

 
 
 

 
 

 

 
 
(1) 
(3) 

 
    

 
(2) 
(4) 

 
 
 

 
 

  
 
(1) 
(3) 

 
 

    

 
(2) 
(4) 

 
 
 

 
 

  
 
(1) 
(3) 

 
 
    

 
(2) 
(4) 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
(1) 
(3) 

 
 
    

 
(2) 
(4) 

 
 
 

 
 

  
 
(1) 
(3) 

 
    

 
(2) 
(4) 

 
 
 

 
 

 
※ 上記入札額に、消費税額を加算した額が地方自治法上の申込みに係る価格である。 
※ 測量等の場合、「工事名」とあるのは「業務名」と、「工事箇所」とあるのは「業務箇所」 
 と読み替えるものとする。 
 
 
 
 



 
 

随意契約理由書 

 

 今回発注を行おうとする業務は、下記１のとおりである。 

 この契約に当たっては、下記２により随意契約としたい。 

                   記 

１ 概要 

 （１）委託名      福島県復興祈念公園利活用等調査業務委託  

 （２）路・河川等名   福島県復興祈念公園            

 （３）工事箇所     双葉郡双葉町大字中野地内外        

 （４）工事内容     公園利活用等調査業務 Ｎ＝１式      

     

２ 随意契約の理由 

本業務は、広大な園内移動において、来園者の利便性・安全性の向上や集客につながるア

クティビティとして、また、周辺地域の伝承施設等との周遊性向上となり得る多種多様なモ

ビリティ導入の可能性について調査・分析を行い、導入計画の素案を作成するものである。 

業務を実施するにあたっては、独自の企画力を始め、モビリティを導入するための専門的

知見が必要であるため、公募型プロポーザル方式により、本業務に最も適した企画提案書を

特定するものである。 

 以上より、地方自治法施行令第１６７条の２第１項第２号に規定される「その性質又は目

的が競争入札に適さないもの」及び福島県財務規則施行通達第２６９条関係第１項（２）に

規定される「契約の内容、又は性質上、２人以上の者から見積書を徴することが不適当であ

る時」に該当するため、単独随意契約としたい。 

 


